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論 文 の 要 旨 
本論文は、民国期の恋愛用語の分析・考察により、日中語彙交流における近代訳語の受容と変容の一面を明
らかにしようとしたものである。語彙研究を軸に、文学的視点を考察に加え、近代の恋愛観が民国期の中国社
会に普及・浸透する過程において、近代訳語としての恋愛用語が日本語から中国語に受容され、変容した要因
を探るとともに、とりわけ五四新文化運動以降の日中語彙交流研究の空白を埋め、西洋の新概念の受容と近代
訳語の成立との関連を見出すことを目的としている。研究史の中での位置づけについては、「専門分野別の語
誌研究」という立場から考察を進め、先行研究における「日中間での訳語の生成と伝播の普遍的なパターン」
の 4分類（荒川清秀『近代日中学術用語の形成と伝播―地理学用語を中心に』白帝社、1997年）に倣いつつ、
更に 2分類を加えることにより、日中語彙交流により発生する現象の多様性を検証している。論文構成は以下
の通りである。 
序 章  
第１章 恋愛用語の受容と変容の背景  
第２章 新概念の受容と古典語の転用―〈恋愛〉の成立をめぐって― 
第３章 和語と和製漢語の中国語への移入―〈初恋〉と〈失恋〉を中心に―  
第４章 類義語の発生―〈恋人〉の移入をめぐって―  
第５章 近代訳語の意味の変遷と収斂―〈自由恋愛〉の解釈をめぐって―  
第６章 異形同義語の成立―〈三角関係／三角恋愛〉の成立― 
第７章 近代訳語の変容―〈同性恋〉の成立をめぐって― 
終 章  
付録  
用例出典  
参照辞典  
参考文献  
 
第 1章においては、本論文の主な時代背景となる民国期の社会の概観と、恋愛用語の成立に大きく関わると
思われる西洋の恋愛思潮の受容について、先行研究に依拠しながら確認がなされている。さらに、本論文で論
じた民国期の日本語との言語接触が、現代中国語における“恋”の造語に影響を及ぼした可能性を課題として
提起している。 
第 2章から第 5章では、日中同形語（恋愛、初恋、失恋、恋人、自由恋愛）、第 6章と第 7章では、日中異
形同義語（三角関係／三角恋愛、同性愛／同性恋）が考察される。 
第 2章では、日本語の「恋愛」と中国語の“恋愛”が、今日の日中現代語のような意味・用法を獲得した過
程が論じられている。中国語の古典にみられる“恋愛”は、意味・用法が現代語とは異なっていた。一方、日
本語の「恋愛」は、中村正直の翻訳などを通して、意味範囲が縮小され、「高尚な精神性」の意味が込められ
た「こい」を含意した言葉として扱われた。あわせて、日本で新義を得た「恋愛」が、20世紀初頭、日本で
創刊された雑誌などでの西洋文学の紹介や翻訳を通して、中国語に定着していく様相が論じられている。 
第 3章では、「恋愛」の下位概念語としての「初恋」「失恋」が、中国語にどのように移入されたのかを、「恋」
の熟語の中国語移入の第 2段階として検証している。和語「初恋」と和製漢語「失恋」の分析から、日本では、
西洋文学を翻訳する過程で、和語「初恋」にみられるような男女に特定された「恋（こい）」を基幹として、
漢語の語構成に倣った和製漢語が創出され、それらが後に中国の社会事情に沿った形で受容されたと推察して
いる。 
第 4章は、「恋」の熟語が中国語に移入される第 3段階として、「恋人」が中国語に移入、汎用される様相
が明らかにされ、同義的語彙に派生義が発生する類型を検証したものである。“恋人”は、ロマンティック・
ラブを描写する言葉として、民国期の中国では 1つのキーワードとなるが、その理由について、“恋人”が中
国語の古典にはみられなかった「こい」を含意した熟語であり、“恋愛”“初恋”“失恋”といった日中同形語
が普及するなかで、その意味を的確に表す言葉と見做されたことを指摘している。 
第 5章では、日中同形語でありながら中国語に移入された後、その意味が変遷し、訳語として収斂されるに
いたった言葉について、その経緯を検証している。たとえば、「自由恋愛」は free loveの訳語として日本語に
登場したが、20世紀初頭には、社会主義者やアナキストらが主張する概念語（1語の名詞）として扱われた。
中国語の“自由恋愛”は、早期の使用例では「自由に恋愛すること」と解釈されるものであったが、その意味
解釈は難解で、度々知識人の議論の的とされた。日本語と中国語の機能上の相違から言えば、日本語の「自由
恋愛」は 1語の名詞であり、連体的用法は「自由な恋愛」、連用的用法は「自由に恋愛する」などと表記され
るのに対し、中国語では“自由恋愛”でいずれの表現も可能である。“自由恋愛”が中国語に移入された後、
その意味が変遷し、最終的に“恋愛”に収斂されたのは、日中における社会背景の相違、中国における社会の
変化、言語上の特性が重なったためだとされる。 
第 6章では、日中異形同義語が成立する類型の例として、「三角関係」と“三角恋愛”の成立が検証され、
さらに異形同義語が発生する要因を探っている。「三角関係」は、1910年代に森鷗外らにより、Ibsenの戯曲
の独訳で使用された Dreieckiges Verhältnisから訳出された可能性が高いこと、中国語でも“三角関係”が日
本留学経験者により日本語借用語彙として中国語に移入されたことが指摘される。そして、民国期の中国では、
たとえ複数の人間がかかわることになったとしても“高尚的恋愛”を目指すことが重要視されたことにより、
“三角恋愛”という言葉の方が優勢になったと考察されている。「三角関係」と“三角恋愛”は、1920年代か
ら 1930年代の日本と中国においてほぼ共時的に成立した日中異形同義語で、日中の社会背景の相違が反映さ
れた語であることが明らかにされている。 
第 7章では、現代中国語において“同性恋”が汎用されている状況を近代訳語の通時的な変容と捉え、日中
異形同義語の成立過程とその要因を検証している。西洋の性科学書や文学の翻訳に際し、Homosexualityの
訳語として、日本では、1910年代前半、「同性の愛」「同性の恋」「同性恋愛」などが訳語にあてられ、1920
年代初めには「同性愛」に収斂された。その理由は、「愛」の持つ造語力によると推察されている。中国語へ
は、1920年代初めの日本文学の翻訳などを介して「同性愛」「同性恋愛」が移入されたが、“同性恋”という
語に収斂されていった。そして、共和国成立以降は“同性愛”が行政処分の対象となったためか、ほとんど報
道がみられなくなる。改革開放政策後の 1980年以降の報道では、“同性恋”が多用された。そのほか、“婚外
恋”“黄昏恋”など、「こい」を含意した“恋”の熟語が新語として多数造語されており、“同性恋”も新語と
して見做されたのではないかと推論している。 
以上の考察は、「恋愛」「初恋」「失恋」「恋人」など、「恋」の熟語が中国語へ移入される過程を明らかにし
たものだが、日本語の「こい」を含意した「恋」の熟語が中国語に移入されたことにより、現代中国語の“恋”
の造語に影響を及ぼしたとの指摘は、日中の言語接触の研究や語彙の対照研究における従来の空白部分を埋め
るものであろうと、筆者は結論している。 
 
審 査 の 要 旨 
１ 批評 
本論文は、民国期の中国社会において、近代訳語としての恋愛用語が日本語から中国語に受容され、変容
した様相を明らかにし、その要因を探ったものである。「恋愛」に続き、中国語に移入され汎用された「初恋」
「失恋」「恋人」などの和語や和製漢語の分析により、中国語の“恋”が元来持っていた造語力を発揮し、現
代中国語において“恋”の熟語の造語に影響を及ぼしたとする考察は、日中の言語接触の研究や語彙の対照研
究に寄与するものであり、語彙研究を軸に、文学的視点を考察に加えたことによって、語誌を概念史と重ねる
視点も生まれ、日中語彙交流研究の新しい研究成果となり得ている。また、研究方法として先行研究に 2分類
を加えたことにより、類義語発生の類型、及び日中同形語の意味の変遷の類型という、新たな側面を見出し、
日中語彙交流の様相を詳細に提示できたことは、今後の専門分野における語誌研究、及び近代日中語彙交流の
類型の普遍化に繋がるとも考えられる。さらに、近年公開された、1872年から 1949年までに発行された日
刊新聞《申報》の電子版を活用することにより、清末から民国期における恋愛用語の使用例やその意味・用法
を確認し、データの分析から恋愛用語の使用傾向も提示できたことは、本論文での語誌研究の信頼性を高めた
ものであり、日中語彙交流研究における《申報》の資料的価値を見出したと言える。 
筆者の地道な資料の渉猟による、複数の新資料の発見や、翻訳の原本の特定と、それに伴う分析・考察は、
これまで比較文学研究などの分野において論じられて来た日本と中国における「近代恋愛」の概念やその意
味・意義をめぐる議論に新たな知見を示すものでもある。また、日中両国における恋愛用語の意味の変遷と収
斂の過程の分析からは、それぞれの社会背景が浮き彫りにされ、言葉と社会との関わりを明らかにすることに
も成功している。こうした観点からも、本研究は関連する研究分野の進展に寄与するものであるといえる。 
一方で、恋愛用語に関わる「上位概念」、「下位概念」の分類方法や、民国期の中国における恋愛用語の移
入に関して欧米留学組が果たした役割などについては、まだ不十分な点があることが指摘された。また、章毎
にキーワードを設定して論を進める手法では、そのキーワード間の関係が十分に説明されない点も挙げられ、
「近代恋愛」の概念の変遷と意義を明らかにするためには、このような語の関連性の考察が待たれることが指
摘された。これらの問題については、今後の研究の深化の中で解消されることが期待される。 
以上のように、本論文には改善されるべき課題もあるものの、その中で導き出された種々の新知見は、学
界に対する大きな貢献であり、本研究の成果は、極めて優れたものであると判断される。 
 
２ 最終試験 
 平成 27年 10月 15日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、
本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一
致で合格と判定された。 
３ 結論 
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有 
 するものと認める。 
